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は　じ　め　に
　平成16年度に行われた当所の調査研究の集大成「北海道立衛生研究所自白55集」が刊行
されたのでお届けします．
　昨年度に実施された調査研究は，道家による一般研究25課題，同じく重点研究4課題，
部計上研究1課題，民間との共同研究5課題，国からの受託研究2課題，民間などの応募研
究15課題外部資金導；入研究1課題の総計53課題でありました．本報告においてはそのう
ちから解説1報，研究報告2報，調査報告4報，ノート11報，資料1報で総計19報が掲載
されました．その他，学術誌への投稿論文が44編，学会発表84編でありました．
　研究職員の義務の一つとして「PUS（Public　Understanding　of　Science）：一般市民の科
学理解」を得ることを銘記しておくことは重要です．このことは研究成果を論文として投稿
し社会的評価を受け，またその内容を公表することによりPUSの責務を果たすことであり，
道民の理解を得る最善の方法であり，この意味でも所報の価値が位置づけられます．
　1980年代のバブルがはじけ，長期間日本経済が低迷しこれを回復するにはノーベル賞級
の頭脳が必要と言われていましたが，永い雌伏の期間を脱却しそうな様子が垣間見られてき
た昨今となりました．この間経済界を中心に構造改革が進められ，現在の日本産業の基本形
態は，機能と構造が簡単なモジュラー型より機能と構造の関係が複雑な自動車産業や最先端
の高度技術集積型産業などの統合力・総合力が必要なインテグラル型に遷移し，さらに日本
固有の長期雇用労働形態と相まって多能型労働力を創出し，これが外国ではできない産業形
態を生み出し経済回復に繋がったと解されています．
　当所は，平成14年の大規模な機構改革に引き続き，本年4月大幅な人事異動を行いまし
たが，長年月に及ぶ同じ部科での勤務は自ずからその能力や技術の発展に限界が来るとの見
通しから，異なる部科への配転により一層の啓発を期しているところであります．すなわち
研究職員個人の能力を多方面に向かわせ，最大限にその可能性を発揮し総合力を身につけて
貰うことであります．当所で行われる研究の対象となる公衆衛生分野は，人間の健康に基づ
く種々多様な課題を内包し時に社会的に重要な問題を提起します．これに対応するには研究
職員の持つ高いability・possibility・potentialityを総合力として開花させることが将来へ
の布石となることは明らかであります．
　昨年より申請していた文部科学省研究費補助金申請機関の認証がなされ，平成18年度に
向け科学研究費の申請が可能になったことは，所員のこれまでの成果が評価されたものと認
識しています．本年，当所の2度目の保健文化賞の受賞は，前回のエキノコックス症感染経
路の解明に関わる受賞に引き続き，本症のヒト血液診断法開発と実用化ならびにJICAを通
じた国際協力により本症の多発する外国での予防に貢献できた功績が評価された結果であり
ます．そして永い伝統を有する研究を後世に引き継ぐことができたことについては，責任を
果たし得たと感慨が深いものであります．
　本所報が，多くの方々のご理解を得，ご助言・ご批評を賜れば幸甚であります．
　ともあれ，長期間にわたり本来の業務に加えて投稿原稿について学術的観点より厳密な査
読を精力的に行ってくれた編集委員には，所員一同多とするところであります．また昨年度
1年間の研究成果をお届けできることを喜びとしております．
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